
平成22年12月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成22年10月22日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 コクヨ株式会社 上場取引所 東 大 名 

コード番号 7984 URL http://www.kokuyo.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 黒田 章裕

問合せ先責任者 （役職名） 取締役経営管理部長 （氏名） 吉本 悦章 TEL 06-6976-1221
四半期報告書提出予定日 平成22年10月29日

配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成22年12月期第3四半期の連結業績（平成22年1月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第3四半期 199,541 △2.8 4,109 284.4 4,137 185.9 1,030 635.7
21年12月期第3四半期 205,319 ― 1,069 ― 1,447 ― 140 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年12月期第3四半期 8.71 ―

21年12月期第3四半期 1.19 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第3四半期 253,775 156,476 61.4 1,317.29
21年12月期 252,053 158,074 62.5 1,331.30

（参考） 自己資本   22年12月期第3四半期  155,814百万円 21年12月期  157,474百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ― 7.50 ― 7.50 15.00
22年12月期 ― 7.50 ―

22年12月期 
（予想）

7.50 15.00

3.  平成22年12月期の連結業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 262,000 △1.8 3,500 504.5 3,500 246.9 800 34.5 6.76



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。  

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、【添付資料】４ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。   

4.  その他 （詳細は、【添付資料】５ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期3Q 128,742,463株 21年12月期  128,742,463株

② 期末自己株式数 22年12月期3Q  10,458,254株 21年12月期  10,456,045株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期3Q 118,285,137株 21年12月期3Q 118,287,752株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

（単位：百万円）

 当第３四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年９月30日まで）におけるわが国経済は、一部で企業収益の

改善が見られたものの、ヨーロッパ金融危機や急激な円高の進行等の影響により企業の設備投資意欲や個人消費は依然と

して冷え込んでおり、引き続き厳しい状況で推移いたしました。 

 このような経営環境のもと、当社グループはお客様の期待値を超える際立った価値を持つ商品の開発や、新興国を中心

とした海外市場において販売・マーケティング活動を積極的に展開し、市場開拓を推進いたしました。 

 以上の結果、売上高は1,995億円（前年同期比2.8％減）となり、高付加価値商品の売上増による総利益率改善及び販管

費削減に努めた結果、営業利益は41億円（前年同期比284.4％増）となりました。経常利益は41億円（前年同期比185.9％

増）、四半期純利益は10億円（前年同期比635.7％増）となりました。 

  

  

セグメント別の状況 

（ステーショナリー関連事業） 

（単位：百万円）

 ステーショナリー関連事業におきましては、景気後退による消耗品の買い控え等により、厳しい状況で推移いたしまし

た。 

 このような状況のもと当社グループは、書類の枚数に応じて背幅が変わる仕様により、かさばらずに使用できるクリヤ

ーブック＜NOViTA（ノビータ）＞等の際立った価値を持つ商品を市場投入し、需要を喚起いたしました。また、金属製の

ホチキス針を使わずに紙をとじることができる「針なしステープラー＜ハリナックス＞（ハンディタイプ）」が販売好調

のため大幅に増産する等、高付加価値商品の販売も好調に推移いたしました。 

 オフィス通販事業におきましては、「カウネット」が積極的な販促活動や創業10周年を記念したキャンペーンを展開

し、好調に推移いたしました。 

 海外事業におきましては、ベトナムではホーチミン支店を新設し、販売チャネルを積極的に開拓する等、現地ノート市

場のシェア拡大を図りました。中国ではデザインを一新したノートの投入や、復坦大学日本研究センターと共同開発した

ノートを発売するなど商品ラインアップを拡充すると共に、マーケティング活動を積極的に展開いたしました。また、中

国の上海地区で展開しているオフィス通販「Easybuy」は、中国政府による外資へのネット通販が解禁されたことを機

に、カタログ通販からネット通販へ移行するとともに上海銀行と連名でクレジットカードを発行し、新規会員の獲得を一

層推進いたしました。 

 以上の結果、売上高は1,126億円（前年同期比3.6％減）となり、高付加価値商品の売上増等により営業利益は58億円

（前年同期比45.3％増）と増益になりました。 

  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

  
平成21年12月期 

第３四半期 

平成22年12月期 

第３四半期 
増減率（％） 

 売上高 205,319 199,541 △2.8 

 営業利益 1,069 4,109 284.4 

 経常利益 1,447 4,137 185.9 

 四半期純利益 140 1,030 635.7 

  
平成21年12月期 

第３四半期 

平成22年12月期 

第３四半期 
増減率（％） 

 売上高 116,940 112,697 △3.6 

 営業利益 4,008 5,825 45.3 
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（ファニチャー関連事業） 

（単位：百万円）

 ファニチャー関連事業におきましては、企業の設備投資意欲は依然として冷え込んでおり、需要も低調に推移いたしま

した。 

 このような状況のもと、当社グループは、製販が一体となって生産から販売までのバリューチェーンをお客様起点に変

革するとともに、業務の効率化及び収益力の拡大を図るため、７月１日付けでオフィス家具の製造・仕入れを行うコクヨ

ファニチャー株式会社と大手法人向けにオフィス家具を販売するコクヨオフィスシステム株式会社を統合いたしました。

 一方、景気動向の影響を受けにくい医療・教育・官公庁分野におきましては、ソリューション営業を推進すると共に、

見本市への出展や新商品の投入等、収益の拡大を図ってまいりました。 

 海外事業におきましては、海外市場の戦略商品である「エアフォートチェアー」を中国において販売開始する等、現地

企業に対する営業活動を強化し、新規市場の開拓を推進いたしました。 

 以上の結果、売上高は775億円（前年同期比0.9％減）となり、筋肉質化による販管費削減等により営業損失は12億円と

なりました。 

  

  

（店舗関連事業） 

（単位：百万円）

 店舗関連事業におきましては、景気後退による小売業界の投資抑制及び店舗統廃合等の影響により、引き続き厳しい市

場環境となりました。 

 このような状況のもと、当社グループは、店舗関連事業の事業再構築のため、在庫圧縮等の効率化を推進するととも

に、収益性を重視した営業施策を実施してまいりました。また、主要なお客様である小売業界に対して、多様なソリュー

ションを提供し、お客様の課題解決と企業価値向上を支援いたしました。 

 以上の結果、売上高は92億円（前年同期比7.9％減）となり、営業損失は４億円となりました。 

  

  

平成21年12月期 

第３四半期 

平成22年12月期 

第３四半期 
増減率（％） 

 売上高 78,312 77,574 △0.9 

 営業利益 △2,271 △1,254 － 

  
平成21年12月期 

第３四半期 

平成22年12月期 

第３四半期 
増減率（％） 

 売上高 10,067 9,269 △7.9 

 営業利益 △666 △461 － 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産に関する分析  

当第３四半期連結会計期間末の総資産は2,537億円となり、前連結会計年度末に比べ17億円増加しました。流動

資産は1,101億円で、前連結会計年度末に比べ34億円増加しました。主な要因として、現金及び預金が13億円、受

取手形及び売掛金が50億円、前連結会計年度末に比べそれぞれ減少した一方、有価証券が101億円増加したためで

あります。固定資産は1,436億円となり、前連結会計年度末に比べ17億円減少しました。主な要因として、投資そ

の他の資産は623億円と前連結会計年度末に比べ３億円増加した一方、有形固定資産は767億円と前連結会計年度末

に比べ13億円減少し、無形固定資産は45億円と前連結会計年度末に比べ７億円減少したためであります。 

 当第３四半期連結会計期間末の負債は972億円となり、前連結会計年度末に比べ32億円増加しました。流動負債

は605億円となり、前連結会計年度末に比べ32億円増加しました。固定負債は367億円となり、前連結会計年度末に

比べ43百万円増加しました。 

 当第３四半期連結会計期間末の純資産は1,564億円となり、前連結会計年度末に比べ15億円減少しました。主な

要因として、利益剰余金が７億円、その他有価証券評価差額金が６億円、前連結会計年度末に比べそれぞれ減少し

たためであります。 

  

②キャッシュ・フローの状況に関する分析 

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は324億円であり、前連結会

計年度末に比べ85億円の資金増となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

 営業活動では、税金等調整前四半期純利益34億円、減価償却費44億円等により、65億円の資金増となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 投資活動では、設備投資支出27億円等により、31億円の資金減となりました。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 財務活動では、配当金の支払による17億円の資金減がありましたが、短期借入金の純増加額77億円等により、52

億円の資金増となりました。  

  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

（単位：百万円）

 平成22年７月27日に開示いたしました「平成22年12月期 第２四半期決算短信」に記載した予想値から変更はありませ

ん。 

   

 ※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後

様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

  平成21年12月期 平成22年12月期 増減率（％） 

 売上高 266,725 262,000 △1.8 

 営業利益 579 3,500 504.5 

 経常利益 1,009 3,500 246.9 

 当期純利益 595 800 34.5 
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 重要な特定子会社の異動はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

１）一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率の算定において、当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率が前連 

結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して 

貸倒見積高を算定しております。 

２）たな卸資産の評価方法 

 当社及び連結子会社は、当第３四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に際して、実地棚卸を省略し第２四

半期連結会計期間末に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出しております。 

３）固定資産の減価償却の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却の額を期間按分して算定する方法を採用 

しております。 

４）繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等及び一時差異等の発生状況 

に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プラン 

ニングを使用しております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 税金費用の計算 

 税金費用の算定については、「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」第19条の規定により、「中間財 

務諸表等における税効果会計に関する実務指針」第12条（法定実効税率を使用する方法）に準じて計算しておりま

す。 

 なお、法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更） 

 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用していましたが、「工事契約に関する 

会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会 

計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に 

着手した工事契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分については成果の確実性が認められる工事 

については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適 

用しております。 

 なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項なし  

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,866 11,186

受取手形及び売掛金 45,675 50,750

有価証券 22,958 12,814

商品及び製品 21,307 22,228

仕掛品 2,376 1,244

原材料及び貯蔵品 2,238 2,087

その他 5,823 6,576

貸倒引当金 △82 △151

流動資産合計 110,163 106,736

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 24,409 25,870

土地 40,882 41,018

その他（純額） 11,437 11,160

有形固定資産合計 76,729 78,049

無形固定資産   

のれん 1,110 1,242

その他 3,457 4,050

無形固定資産合計 4,568 5,293

投資その他の資産   

投資有価証券 40,709 41,477

その他 22,757 21,646

貸倒引当金 △1,152 △1,150

投資その他の資産合計 62,314 61,973

固定資産合計 143,612 145,317

資産合計 253,775 252,053
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 32,405 39,416

短期借入金 13,885 6,170

1年内返済予定の長期借入金 320 331

未払法人税等 1,189 658

賞与引当金 2,115 555

その他 10,613 10,120

流動負債合計 60,530 57,253

固定負債   

社債 10,000 10,000

新株予約権付社債 270 270

長期借入金 15,445 15,724

退職給付引当金 3,602 3,143

その他 7,451 7,588

固定負債合計 36,769 36,726

負債合計 97,299 93,979

純資産の部   

株主資本   

資本金 15,847 15,847

資本剰余金 19,068 19,068

利益剰余金 135,894 136,639

自己株式 △14,332 △14,330

株主資本合計 156,477 157,223

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 528 1,206

繰延ヘッジ損益 △140 △54

為替換算調整勘定 △1,051 △901

評価・換算差額等合計 △663 251

少数株主持分 662 599

純資産合計 156,476 158,074

負債純資産合計 253,775 252,053
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 205,319 199,541

売上原価 138,239 132,597

売上総利益 67,080 66,944

販売費及び一般管理費 66,010 62,834

営業利益 1,069 4,109

営業外収益   

受取利息 152 143

受取配当金 572 386

不動産賃貸料 938 936

持分法による投資利益 104 193

デリバティブ評価益 138 －

その他 459 351

営業外収益合計 2,365 2,011

営業外費用   

支払利息 383 439

不動産賃貸費用 450 287

その他 1,152 1,257

営業外費用合計 1,987 1,983

経常利益 1,447 4,137

特別利益   

匿名組合出資金分配金 － 791

投資有価証券売却益 121 －

違約金収入 522 －

特別利益合計 643 791

特別損失   

事業構造改革費用 － 491

固定資産除却損 － 482

投資有価証券評価損 － 376

固定資産売却損 － 76

店舗閉鎖損失 205 52

特別損失合計 205 1,480

税金等調整前四半期純利益 1,886 3,448

法人税等 1,705 2,356

少数株主利益 40 61

四半期純利益 140 1,030
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（第３四半期連結会計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 59,501 58,800

売上原価 39,681 38,815

売上総利益 19,820 19,984

販売費及び一般管理費 21,320 20,935

営業損失（△） △1,500 △951

営業外収益   

受取利息 41 26

受取配当金 35 38

不動産賃貸料 315 314

持分法による投資利益 12 2

デリバティブ評価益 △158 －

その他 70 78

営業外収益合計 316 459

営業外費用   

支払利息 116 166

不動産賃貸費用 118 86

その他 359 451

営業外費用合計 594 705

経常損失（△） △1,777 △1,196

特別利益   

違約金収入 522 －

特別利益合計 522 －

特別損失   

固定資産除却損 － 11

投資有価証券評価損 － △48

固定資産売却損 － 3

減損損失 － △22

店舗閉鎖損失 － 52

特別損失合計 － △3

税金等調整前四半期純損失（△） △1,255 △1,193

法人税等 △529 △138

少数株主利益又は少数株主損失（△） 33 △56

四半期純損失（△） △759 △998
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,886 3,448

減価償却費 4,767 4,489

のれん償却額 231 131

貸倒引当金の増減額（△は減少） 405 △66

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,658 1,559

退職給付引当金の増減額（△は減少） 520 459

受取利息及び受取配当金 △725 △530

支払利息 383 439

持分法による投資損益（△は益） △104 △193

固定資産売却損益（△は益） △10 57

固定資産除却損 157 655

投資有価証券売却損益（△は益） △132 △3

投資有価証券評価損益（△は益） 51 448

デリバティブ評価損益（△は益） △138 101

違約金収入 △522 －

売上債権の増減額（△は増加） 18,217 5,076

たな卸資産の増減額（△は増加） 5,164 △1,444

仕入債務の増減額（△は減少） △16,402 △7,011

その他 △2,744 793

小計 12,665 8,413

利息及び配当金の受取額 725 530

利息の支払額 △443 △533

違約金の受取額 472 －

法人税等の支払額 △1,268 △1,885

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,151 6,524

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,122 △923

有形固定資産の売却による収入 252 143

無形固定資産の取得による支出 △1,122 △1,806

投資有価証券の取得による支出 △749 △1,339

投資有価証券の売却による収入 1,046 604

子会社株式の取得による支出 △271 －

短期貸付金の増減額（△は増加） △241 120

長期貸付けによる支出 △290 △796

長期貸付金の回収による収入 89 270

匿名組合出資金の払戻による収入 － 1,453

その他 △219 △863

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,630 △3,135
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 7,007 7,715

長期借入れによる収入 10,116 －

長期借入金の返済による支出 △252 △289

社債の償還による支出 △60 △30

新株予約権付社債の償還による支出 △11,730 －

自己株式の取得による支出 △2 △1

配当金の支払額 △1,713 △1,789

その他 △141 △365

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,223 5,238

現金及び現金同等物に係る換算差額 △33 △84

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 12,710 8,542

現金及び現金同等物の期首残高 16,781 23,911

現金及び現金同等物の四半期末残高 29,492 32,453
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 該当事項なし 

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第３四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

  

当第３四半期連結会計期間（自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日） 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
ステーショナ
リー関連事業 
（百万円） 

ファニチャー
関連事業 
（百万円） 

店舗
関連事業 
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

 売上高及び営業損益             

売上高 

(1）外部顧客に対する売

上高 

 36,482  20,092  2,926  59,501  －  59,501

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  －  －  － （ ） －  －

計  36,482  20,092  2,926  59,501 （ ） －  59,501

営業利益又は営業損失

（△） 
 654  △1,942  △212  △1,500 （ ） －  △1,500

  
ステーショナ
リー関連事業 
（百万円） 

ファニチャー
関連事業 
（百万円） 

店舗
関連事業 
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

 売上高及び営業損益             

売上高 

(1）外部顧客に対する売

上高 

 35,103  20,769  2,927  58,800  －  58,800

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  －  －  － （ ） －  －

計  35,103  20,769  2,927  58,800 （ ） －  58,800

営業利益又は営業損失

（△） 
 852  △1,773  △29  △951 （ ） －  △951
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前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日） 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

（注）１ 事業区分の方法 

当社の事業区分は、製品・サービスの種類・性質等の類似性によっている。 

２ 各事業区分の主要製品 

  

  
ステーショナ
リー関連事業 
（百万円） 

ファニチャー
関連事業 
（百万円） 

店舗
関連事業 
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

 売上高及び営業損益             

売上高 

(1）外部顧客に対する売

上高 

 116,940  78,312  10,067  205,319  －  205,319

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  －  －  － （ ） －  －

計  116,940  78,312  10,067  205,319 （ ） －  205,319

営業利益又は営業損失

（△） 
 4,008  △2,271  △666  1,069 （ ） －  1,069

  
ステーショナ
リー関連事業 
（百万円） 

ファニチャー
関連事業 
（百万円） 

店舗
関連事業 
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

 売上高及び営業損益             

売上高 

(1）外部顧客に対する売

上高 

 112,697  77,574  9,269  199,541  －  199,541

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  －  －  － （ ） －  －

計  112,697  77,574  9,269  199,541 （ ） －  199,541

営業利益又は営業損失

（△） 
 5,825  △1,254  △461  4,109 （ ） －  4,109

事業区分 主要製品

ステーショナリー関連事業 

伝票、複写簿、帳簿、リーフ、領収証、バインダー、ファイル、ファイリング用品、ク

リヤーブック、ＰＰＣ用紙、連続伝票、ＦＡＸ感熱紙、インクジェットプリンタ用紙、

レーザープリンタ用紙、ラベル、ＰＣ関連用品、ＯＡ機器、ＯＡ機器関連用品、製図デ

ザイン用品、ノート、レポート、原稿用紙、スケッチブック、便箋、メモ用紙、アルバ

ム、接着剤、額縁、金属文具、筆記用具、粘着テープ、タック製品、ビジネスバッグ、

防災用品、知育文具 等 

ファニチャー関連事業 

デスク、テーブル、回転イス、会議用イス、折りたたみイス、応接イス、役員室用家

具、キャビネット、保管庫、ロッカー、壁面収納庫、黒板、ＯＡ床材、間仕切、天井

材、棚、書架、耐火製品、展示ケース、ホール用イス、学校用家具、図書館用家具、高

齢者用家具、オフィスアクセサリー、新入学関連家具、ＳＯＨＯ対応家具、家庭用家具

等 

店舗関連事業 

商品陳列棚、カウンター、ワゴン、平台、ガラスショーケース、ワイヤーシェルフ、シ

ョッピングカート、ショッピングバスケット、販促用品、イベント用品、木製什器、衣

料用什器 等 
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３  追加情報 

前第３四半期連結累計期間 

（有形固定資産の減価償却の方法の変更） 

 当社及び国内連結子会社は、機械装置の耐用年数について平成20年度の法人税法の改正（所得税法等の一

部を改正する法律 平成20年４月30日 法律第23号）を契機として資産の利用状況の見直しを行った結果、

第１四半期連結会計期間より、一部の資産について耐用年数を変更しております。 

 この変更に伴い、当第３四半期連結累計期間の営業利益はステーショナリー関連事業が11百万円増加し、

営業損失はファニチャー関連事業が87百万円増加しております。 

  

  

［所在地別セグメント情報］ 

前第３四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日）及び当第３四半期連結会計期間（自

平成22年７月１日 至 平成22年９月30日）並びに前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成

21年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

 全セグメントの売上高合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を

省略しております。 

  

［海外売上高］  

前第３四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日）及び当第３四半期連結会計期間（自

平成22年７月１日 至 平成22年９月30日）並びに前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成

21年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

 海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。  

  

 該当事項なし 

  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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